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甲虫類について (4)

林 增 彦

本シリーズの第1 報を発表して既に5 年を経過 したが、 ヒゲプトハネカクシ亜科、 ケシキスイ科及

びキスイムシ科の資料は未発表のままであった。 これらの中には諸般の事情で未同定のままのものも

あるが、一部は筆者の不注意から所在が不明 となったままになっている。 このような不完全な状態の

ままで、 このシリーズを終るのは大変心苦しいのだが、敢えてここに残りの資料をそのまま提出し、

本稿を持ってシリーズの一応の終りとしたい。不明種は全体の2 %足らずの個体数で、 うち半数はヒ

ゲプトハネカクシの l 種であり、誘 況の全体像考察~の影響は殆どないものと恩われる。

2. 誘致された種とその季節的消長

'、ネカクシ科 STAPHYLINIDAE (その2: ヒゲプトハネカクシ亜科ALEOCHARINAE のみ , 17 種十,
1, 087頭) 一表8 -

1.  ヒゲプトチビハネカクシSi lusa lanuginosa SHARP

附近の からもよく得られる。
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2.  アカセミゾハネカクシAutal Ia rufula SHARP

落業下:からも得られる。

3.  Microglot ta sp.

4.  Atheta japonica BERNHAllER

5.  Athetapicipennis  (MmERHEIM)

6.  Atheta sp. A

7.  Atheta sp. B

8. Ocyota sp. ?

9.  Oxypoda proba SHARP .

本州のみから知られているらしい。

10.  ()期Poda sp.

l t.  コクロヒゲプトハネカクシAleochara parens SHARP

願 に能、近 い。

I ヒゲプトハネカクシ・ Aleochara lata GRAVENHOST

前種ほど個開は多くないが名・地に普通。 腐積質からよく得られる。

13.  Aleochara sp. A

l 4. Aleochara sp. B

l5.  Aleochara sp. C

16.  Aleochara sp. D

上配AからDまではいfれもコクロヒゲプトハネカクシにごく近い前である。

17. Aleochara (Heterochara?) sp. B

本種は早春力、ら解にのみ義致された。

殆どの種を同定していただいた 氏に厚く解L申し上げます。

: 数種含まれているが、 約7割5分はAleochara sp. Eである。
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考 察: ヒゲプトチビハネカクシは晩秋に出現し、厳冬期にも活動 しているようである。 アカセミ、f
ハネカクシも前種と似たような誘致状況を示しているが、これら2 種ともに 、らも得られ、 年一

化力、どうか不明である。 Atheta japonica は早春に出現し、晩春には姿を消すことから年一化と考え

られ、 食屍性も強いものと考えられる。 Ocyota sp. は競:k:から初冬にかけてのみ誘致されていること

から成!始i_冬はしないように恩われ、 食屍性も非常に強いようである。 Oxypoda proba も前種と同様

の消長を示したが、両者ともに1979年には、1980年の同期にくらぺ非常に少数し力、誘致されておらず、

その理由は不明である。 コクロヒゲプトハネカクシとAleochara sp. Aはほぼ同様の消長を示して

おり、初◆と碗要.に誘致のピークのあることなどから、年2 ~ 3 化と思われる。 Aleochara属の種は

般に晩春以降に多く誘致され、 中秋以降は殆ど誘致されなくなった。 また、食屍性もそれほど強く

ないように思われた。

ケシキスイ科NmDULIDAE (2 種十, 85頭) 一表9 -

1.  へリグロヒラタケシキスイ0most iba discoidea (FABRICIUS)

食屍性の強い種のようである。

不明種: 3 ~ 4 属の4 ~ 5 種が含まれている力、客種ともに個体数は少ない。

考 察: -食屍性の強い種が少ないのか、少数の種力 ｦ致されたにすぎない。  しかし、常念岳において

はもっと少なく、 觀 願 されたのみのようであった。 ヘリグロケシキスイは院秋から初●まで長期

に亘つて誘致され、 厳冬期にも活動しているようであるが、年一化ではないかと思われる。 ただ、

1980年の晩秋に全く誘致されなかった原因は;f明である。

キスイムシ科 CRYP'「0PHACIDAE  (2 種十, 19頭) 一表l0-

Atomar ia属 l ~ 2 ryptophagus属1 種が合まれている (いずれも不明種)。いずれもトラッ

プ周辺の から得られる種と同じと思われた。
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3. ま と め 一表1 1 -

誘致された甲虫類は、未同定種 も含め、 l5科l20種前後、6,200 頭近 くに達した。 上村 清氏が

1960年に常念、岳で行った調査に較べると、誘致された種数、 個体数ともに:進力、に及ばない力・i、 常念、岳

の低Lit域だけに限つfi i:t較でtま左程通色はないように思われた。 若干の不明種を残しているが、雨石

山における 解 の甲虫類の季節的消長の願は明らかになったものと思う。

誘致された個体数の変化を見ると、盛買 までと秋口以降では異つていること力?判る。 即ち、盛真.ま

では3月中旬、 5月上~ 6月上旬、 7月上~中旬、 8月上 ピークが見

られる。 一方、秋口.以降は、 9 月上旬からl2月上旬まで、殆ど切れ目なく高原状となり、10月上旬、

下旬、11月中旬と隔旬毎にさらに大きなピーク力習められた。 また、誘致された種類の多いのは5 ~

6 月と10~l l月で、特に5 月中旬から6 月上旬にかけては30種前後の種が得 られた。

科別に見ると、ほlま通年して切れ目なく議致されているのは、ハネカクシ科のみであった。 ついで

中断期間の短いのはチビシデムシ科であった。 ガムシ、エンマムシ、 シデムシ及びコガネムシの各科

ば互によく似た誘致のパターンを示した。 印ち、 盛●前、秋口の3 期に大小の誘致のピークを

認めた。

通年 して 解 の強い群としてはチビシデムシ類、 シデムシ類がある。 ガムシ、エンマムシ、ハネ

カクシ、コガネムシの各科にも周年経通中ずっと食1民性の強い. -鼕墲ｪ見られた。他方、ヤマトマルク

l l '、ネカクシ'「achinus japonicus SHARPに見られるように、周年経過のある時期にのみ強い 解 を

示す種 もあった。 また、ゴミムシ類のように、秋には強い自民性を示しながら、 :春に全くといってよ

いほど食展t生を示さない ( トラップ周辺には普通に見られる) のは何故か1:利月である (ことによると

生け' のエサしか会ぺないのか? )。

誘致された全甲虫類に る科易l 開の割り合いを見ると、ハネカクシ科が断然多 くて全体の

%を占めた。 次いでチビシデムシ科の22%強、 シデムシ科のl4%強、 コガネムシ科の11%強が10%

を越えていた。 また、ガムシ科の8 %弱は以外に多くて驚きだが、オサムシ科は5 %弱と種類数の割
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に少なかった。

食屍性甲虫の食肉トラップによる誘致状況の観察は、その甲虫の季節的l肖長の一面を示しているが、

全ての面を見せていない場合 もあり得るということ力?判明 した。 また、食肉群においても季節によっ

て能に変化のあること力?l推察 された。

<付 記>

本シリーズ第l 報において、チビシデムシ科中、Catops sp. Aとした種はCatops shihatai として、

またCatops sp. Bとした種はCatops tanbaensisとして '民Sli:学評論,42, Suppl. ' 誌上に筆者によっ

て発表された。また、第2 報においてハネカクシ科のProteinus crassicornis SHARPとしたものには

少数の191願が含まれていること力 日判明したので、その j l履をProteinus  gotoi  ゴトゥチビハバビ

ロハネカクシとして“昆虫学評論,41 (2y'誌ト.に筆者が発表した。それ故、本誌上でP. crassicornis

のデータの訂正とP gotoiのデータの追加を行った( 表4補正)。なお、P. crass loomisに対する

考察の修正は必要ないと思う。
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死 _ 去 (謹んでご冥福をお析りします)
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平成元年度 収支決算書

(自昭和64年l月tEl)至 12月31日

収 入 の 部 支 出 の 部

会 量

パックナンバー代

別 刷 代

寄 付 金

維 収 入

仮 受 金

次期操越不足金

円

l,620 450

'7a l00

64, a50

!1,000

.      201, 971

9oa coo

928,,2ee

印 刷 責

通 信 責

消 耗 品 責

Ill:  事 会 i

仮受金引当金

前期操越不足金

円

2,317, e95
203, a80

21, 86e

l l, 797

e, o3e

900, 000

332.375

計 3,79a,739 計 3.'「9a.739

特別会計収支計算書

(

昭和64年 1. 1 前 期 操 越 金 1 253,, l距l・

構 1.20 4 0万円資付信託収益金 (m 7.20 ~ 1‘1.19) 7, 的2

3.26 金 信託収益金 (6aa2e ~ :La25) 967

5.20 80万円資付信託収益金 (6a1l 20~ 1.5. l9) 10.424

7. 20 40万円 (L1 20~1.7. l9) 7,712

9.26 金錢信託収益金 (1. a26~1.9.25) l, 420

11.20 80万 (1.5.20~l. l l. la) Ill 424

;l2.31 次 期 操 越 金 l, 301, 990
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ご投稿の図版について

図版は投稿規定8 に記載のように、 おおむね横2 に対し、 縦3 の割合で作成 して下さいo なお、 大

きさは横2 5 cm、縦3 5 cm以内に収めるようお願いしますo 非常に大きな図版を送られる会員があり

ますが、今後は受領 しかねることもありますので、充分ご注意下さい。

別刷代金の値上についてお願い

当会の j l刷代は、現在1  頁につき2  円、  また表紙作成代の一部負相.金として2,  000円を頂戴 してい

ますが、これは印用ll所に支払っている実費の約1/3に過ぎません。別途、収支決算書の通りこのとこ

ろ赤字続きですので、来年度第46卷分から l 頁につき3 円、表紙作成一部負担金を3,000円に、それ

ぞれ値l'げさせていただきますので、予じめご諒承下さい。 これでも実費の約平額に過ぎませんので、

事情ご資察のほどお願い申しあげます。
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